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Frontier+ 2008
～世界企業を目指し、挑む～

（証券コード：8001）



１．伊藤忠商事について
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創 業 1858年
設 立 1949年12月1日
従業員数 4,107人(単体）
営業所数 国内17店 海外139店
連結対象会社数 626社

連結売上高 12.4兆円（07年度実績）
連結純利益 2,186億円（07年度実績）

（※2008年3月31日現在)

会社概要



3©©

会社組織図

連結対象会社 626社（2008年3月末現在）

海外現地法人

＆事業会社
127社

連結対象会社

71社

連結対象会社

82社

連結対象会社

52社

金属・ｴﾈﾙｷﾞｰ

ｶﾝﾊﾟﾆｰ

宇宙・情報

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｶﾝﾊﾟﾆｰ

機械ｶﾝﾊﾟﾆｰ

総本社

連結対象会社

11社

繊維ｶﾝﾊﾟﾆｰ

連結対象会社

82社

食料

ｶﾝﾊﾟﾆｰ

連結対象会社

97社生活資材・化学品

ｶﾝﾊﾟﾆｰ

連結対象会社

67社

伊藤忠

香港

伊藤忠

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

事業会社

事業会社

伊藤忠商事

総本社

連結対象会社

37社

金融・不動産

保険・物流ｶﾝﾊﾟﾆｰ
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経 営
改善策

経 営
改 革

98

21世紀の成長に向けた
新経営パラダイムの構築

G-98
97

00

・低効率経営からの脱却
・21世紀への飛躍に向けたチャレンジG-2000

99

02

新しい伊藤忠グループを目指し、
攻撃と実行を軸においた変革

A&P-2002
01

04

Super A&P戦略推進による
収益力と財務体質の強化

Super A&P-2004
03

06
攻めへのシフトと守りの堅持Frontier - 2006

05

過去の中期経営計画の基本思想

08
世界企業を目指し、挑むFrontier + 2008

07
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財務体質の改善

GlobalGlobal--20002000 A&PA&P--20022002 Super A&PSuper A&P--20042004 FrontierFrontier--20062006

(倍)

FrontierFrontier + + 20082008

(億円)

(総資産)

（計画）

総資産



２．代表的なビジネスモデル
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国内市場規模 連結純利益（繊維ｶﾝﾊﾟﾆｰ）

Character Business

生活消費関連：繊維

【ビジネスモデル】

事業会社
運営

ライセンス インポート

自社所有
商標

【ブランドマネージメント】

（市場規模：兆円） （連結純利益：億円）

（年度）
（
推

定
）
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Upstream
食料原料食料原料

Midstream
生鮮食品・業務生鮮食品・業務

Downstream
流通・リーテイル流通・リーテイル

・世界各地からの原料の調達と供給
・高付加価値原料開発

・原料を加工、精製、中間製品を製造

・中核卸2社組成による食品流通分野 に
おける最強グループの実現と情報規模の拡大

・ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄをSISの川下の情報源として
商品提案力も強化

吉野家

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ

日本ｱｸｾｽ

伊藤忠飼料

不二製油

伊藤忠食品

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ・ﾁｬｲﾅ
・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

洋華堂

BIC

上海中鑫

ｴｲ・ｱｲ・ﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞ

中国

CGB

QTI

Oilseeds

I-Crest

YOSHINOYA 
USA

Famima USA

朝日緑源

不二製油ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾌﾟﾘﾏﾊﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾔﾖｲ食品ｸﾞﾙｰﾌﾟ

その他小売業者

北米日本

深ｾﾝ吉野家

伊藤忠製糖 Williams Rice

生活消費関連：食料

ﾌﾟﾘﾏﾊﾑ

その他小売業者

その他小売業者
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Ｉ-ＣＲＥＳＴ
（米国）

食料Co.生活資材・化学品Co.

宇宙・情報・
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱCo.

生活消費関連：FMを核としたシナジー

ITOCHU PLASTICS
PTE（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）

Narai
Packaging

(ﾀｲ）

ｱｲ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ

伊藤忠
紙ﾊﾟﾙﾌﾟ伊藤忠

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ
ＶＣＪ

ﾌｧﾐﾘｰｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

日本ｱｸｾｽ
中間
流通

伊藤忠食糧販売

伊藤忠ﾌﾚｯｼｭ

伊藤忠ﾗｲｽ
ヤヨイ食品

伊藤忠飼料

ＱＴＩ
（米国）

原料
供給

加工
製造 屏栄食品

（台湾）

Family Food
（韓国）

頂通（中国）

Siam DCM （ﾀｲ）

TDC（台湾）

金融・不動産・
保険・物流Co.

ﾌｧﾐﾏ・ﾄﾞｯﾄ･ｺﾑ

ﾌｧﾐﾏｸﾚｼﾞｯﾄ

ITC
ﾈｯﾄﾜｰｸ

CTC

【e-retail 他】 【日用雑貨・包資材】 【食品】

国内 海外
（台湾・韓国・ﾀｲ

中国・米国）

日本ｻﾆﾊﾟｯｸ
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石油/ガス LNG 鉄鉱石 石炭

写真協力 ：AIOC、BHP Billiton

資源・エネルギー関連：資源開発

アルジェリア

天然ガス： 5.4 millionT/Y

アゼルバイジャン

原油 ： 790,000 B/D

英領・北海

原油 ： 54,000 B/D

注 : 数値は各プロジェクトの総生産量
( 単位:  T/Y = トン/年 , B/D = バレル/日 )

石炭 ： 42 million T/Y

原油 ： 10,000 B/D（ビクトリア）

鉄鉱石 ： 111 million T/Y

IMEA (ITOCHU Minerals & 
Energy of Australia Pty Ltd.)

QLNG ： 3.3million T/Y

ﾗｽﾗﾌｧﾝ : 6.6million T/Y

カタール

OLNG ： 7.1million T/Y

オマーン

ナミビア

天然ガスプロジェクト

原油 ： 3,000 B/D

天然ガス ： 0.6 million T/Y

メキシコ湾

: 2007年度新規案件

サハリン I （Phase Ｉ）

原油 ： 250,000 B/D 

天然ガス ： 2.0 million T/Y

2009年度より生産開始

エントラーダ



３．Frontier+ 2008 中期経営計画
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Frontier+ 2008の基本方針

Frontier+ 2008
～世界企業を目指し、挑む～

世界で収益を上げる、真のグローバル展開【世界視点】

世界に人材を求め、育て、活かす【人材力を磨く】

変化を捉え、挑み、新たな分野を切り拓く【新たに創る】

Frontier-2006 のコンセプトを受け継ぎ、「攻め」を強めるとともに、

「全てのステークホルダーにとって魅力溢れる世界企業」を目指す。

基本方針

新規事業領域開拓

海外展開加速

コアビジネス強化

財務戦略

リスクマネジメント

ガバナンス・内部統制

CSR

+

世界視点での
人材戦略

重要施策

+

+
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新規事業領域の開拓

繊維co. 機械co.

宇宙・情報・
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ

co.
金属・

ｴﾈﾙｷﾞｰco.
生活資材・
化学品co. 食料co.

金融・不動産
保険・物流

co.
総本社

開発組織

環境・新エネルギー

ﾌﾞﾗｼﾞﾙにおけるﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ案件への参画を検討。

太陽光発電への取組みを強化。

先端技術（バイオ・ナノ他）
先端技術の発掘/囲い込みを推進。再生治療分野へ進出。

機能インフラ（IT・LT・FT） / 社会インフラ関連ビジネス

国内外の各種ｲﾝﾌﾗ整備ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取組みを検討。

医療関連・健康関連ビジネス

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝの構築を目指しM&A、新規事業を実行。

Environment & New Energy:

New Technologies & Materials:

Infrastructure:

Life Care:
+

Synergy

【新たに創る】分野

2007年度は200億円強の投資をL-I-N-E-sで実行。

未来の収益を支えるL-I-N-E-s

Frontier+ 2008
～世界企業を目指し、挑む～
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北米

中国

アジア

CIS

大洋州

欧州

その他

644

963
1,112

1,450

海外展開の加速

海外事業収益 * の拡大

2007年度の海外事業収益は主にはCIS・大洋
州の増加により、前期比+149億円の1,112億円。

*海外事業収益=海外現地法人・支店 + 海外事業 （実質海外事業含む）

重点地域：
・ 北米、中国・アジア

＊アジアでの横断型取組みを推進

投資の70%程度を
重点地域を中心とする

海外で実行

注力地域：
・ 豊富な資源を持つ成長国
・ 当社グループが強みを持つ国

【世界視点】

+

+

+

世界人材を育成・登用

+

+
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約1,100億円

約900億円

投資額（グロス）

約500億円

主要投資案件分野

2007年度主要投資案件

その他の分野

資源エネルギー関連
メキシコ湾・豪州における石油・ガス権益買収、

豪州鉄鉱石事業拡大プロジェクトへの資金投入 等

オリエントコーポレーション優先株式取得、

太陽光発電事業に関わる新規投資、追加出資 等

生活消費関連
TV通販会社への資本参加、中食関連会社株式取得、

北米床材ディストリビューター買収 等

投資の状況

Frontier + 2008 投資計画 及び 見通し

Frontier + 2008 期間中(2年間)に5,000億円(グロス) の投資を予定。

2007年度の実績は約2,500億円(グロス)。

2008年度は約2,500億円（グロス）を予定。
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Frontier+2008定量計画

1.7倍以下1.7倍ネットDER

1.6倍1.7倍ネットDER

2008年度2007年度Frontier + 2008 当初計画

2,1002,100連結純利益

63,00058,000連結総資産

58,00052,554連結総資産

2,4002,186連結純利益

2008年度（計画）2007年度（実績）

2007年度実績及び2008年度計画

（※単位：億円）
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セグメント別純利益
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株主還元

当社は、成長戦略推進に向けた内部留保による株主資本の充実、会社競争力の維持･強化を図るととも

に、株主配当金につきましては、業績も勘案のうえ、安定的かつ継続的な利益還元を行うことを基本方針

としております。 Frontier + 2008 期間においては、単体株主資本の充実も図りつつ、株主配当額を段階

的に引上げ、連結配当性向の向上を目指すこととしており、2008年度配当についても、この方針を継続

することと致します。

配当の基本方針

2007年度の利益配当金につきましては、前期実績より4円増配の18円(内、中間配当金8.5円は実行済み)

とする予定です。2008年度における1株当たり年間配当金は、更に3円増配の21円を予定しております。

2007年度及び2008年の利益配分について

（計画）（1株あたり配当金：円）

7.0
9.0

14.0

18 .0
21 .0

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度
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伊藤忠 TOPIX

株価推移

98/4
丹羽社長就任

99/10
経営改革発表

98/10/1
¥168

04/6
小林社長就任

07/3
過去最高益達成

07/7/17
¥1591

※1997年4月1日の株価、指数を100として算出。
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見通しに関する注意事項

本資料に記載されている伊藤忠商事の計画・戦略・見通し及びその他の歴史的事
実でないものは、将来に関する見通しであり、これらは、現在入手可能な期待・見
積り・予想に基づいています。これらの期待・見積もり・予想は、経済情勢の変化・
為替レートの変動・競争環境の変化・係争中及び将来の訴訟の結果・調達資金や
金融商品・財源の継続的な有用性など多くの潜在的リスク・不確実な要素・仮定の
影響を受けますので、実際の業績は見通しから大きく異なる可能性があります。従
って、これらの将来予測に関する記述に全面的に依拠することは差し控えるようお
願いします。また、伊藤忠商事は新しい情報・将来の出来事等に基づきこれらの将
来予測を更新する義務を負うものではありません。

※本資料の一部あるいは全体の複製および無断転載を禁じます。


